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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトでは、多様な言語環境において、英語話者がどのように定型表現を用
いているのかを明らかにするために、対面・電話・メールの各メディアごとのやりとりを収録し、分析と考察を
おこなった。分析の結果、コミュニケーションの形態、役割、文脈に応じて参与者は適切な定型表現を使用して
いることを確認し、使用される定型表現の形態的な特徴や分布を明らかにした。更に、理論的な考察のために、
認知科学における「ソース・モニタリング」の知見を援用し、定型表現の理解と使用には、その表現が使用され
る状況の記憶が関わっていることや、構成要素の抽象化やそれにともなうソース記憶の減衰が構文との連続性を
説明しうると主張した。

研究成果の概要（英文）：In this project, in order to clarify how English speakers use formulaic 
expression in various linguistic environments, we collected interactions by face-to-face, telephone 
and e-mail media and analyzed and considered the collected data. As a result of the analysis, we 
confirmed that participants use the proper formulaic expression according to the type, role and 
context of communication, and clarified the morphological features and distribution of the collected
 formulaic expressions. In addition, for theoretical consideration, the knowledge of "source 
monitoring" in cognitive science is cited, and we argued that understanding and using fixed 
expression is related to the memory of the situation in which the expression is used, and that the 
abstraction of the elements and accompanying attenuation of source memory can explain the continuity
 with construction.

研究分野：コーパス言語学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 英語教育での認知的負荷軽減の重要性 
国内の大学で「グローバル人材育成推進事
業」が主要事業のひとつとして進められてい
る現在において、語学教育が目指すべきこと
は、多様な言語環境や状況における実践的な
英語力の向上である。 
この英語学習者の語学力の向上には、[a] 心
理的負荷と[b] 認知的負荷（図 1 左）を軽減
することが求められるが、母語・非母語での
コミュニケーションの負荷の違いをもたら
す要因を明らかにすることで、この負担軽減
への糸口を探ることとした。 
心理的負荷と認知的負荷は相互に影響し合
うものであり、どちらの負荷の軽減がもう一
方の負荷の軽減にもつながりうる。心理的負
荷だけでなく、認知的負荷の軽減の重要性も
指摘されはじめたことを踏まえ、世界への積
極的な情報発信を促すためには、学生が自ら
の認知的負荷を軽減するような経験や知識
を身に付けさせ、場数を踏ませることで、非
母語コミュニケーションの負荷全体を軽減
させていく必要があると本研究では考えた
（図 1: 右下）。 

 

 
 

図 1: 本研究の全体像 
 
(2) 認知的負荷の向けた定型表現とメディア
論 
認知的負荷の軽減には、その言語を用いた
コミュニケーションの経験を蓄積させるこ
とが何よりも重要であるが、その経験による
効果を最大限発揮するための理論的な枠組
みも必要である。本研究では、言語学におけ
る定型表現の研究に負荷軽減の糸口がある
と考え、それを中心として、認知科学、メデ
ィア論の研究を援用しつつ、分析と考察をお
こなうこととした。 
従来の語彙・文法を中心としたアプローチ
は、文法的に「より正しい」言語表現を体系
化する際に重要である。だがその一方で、「よ
りネイティブらしい」言語表現の体系化には、
「（文法的であるはずなのに）積極的に使用
されない表現」や「（文法的でないはずなの
に）積極的に使用される表現」の記述と分析
も必要である。また近年、コーパス等の言語
資源が豊富に蓄積、分析されていく中で、形
態素や語という言語単位を超えた「まとま
り」として慣習化あるいは手続き的記憶とし
て定着している表現、すなわち定型表現
（Wray 2002）が、母語話者による日常的な

会話の自然さや流暢性に関わっていること
が主張されている（Fillmore 1979）。 
また、主体と環境の相互連携に関する研究
として、「主体は外の環境から抽出した情報
に応じ自らの身体を適切に調整する」とする
アフォーダンス理論（Gibson 1979, Cf. 佐々
木 2007）、「メディアが主体の五感の連携を
分断・再構築する（感覚比率）」とするマク
ルーハンのメディア論（1962, 森常治［訳］
1986）が挙げられる。これらの示唆を言語活
動に当てはまると、言語主体は、言語活動を
おこなう場（言語環境もしくは状況）に応じ
て、まるで身体の感覚や動作を調整するよう
に、適切な言語表現の選択と調整をおこなう
と考えられる。Iwasaki（2006）は、状況ご
とに文法が異なるという多重文法仮説を唱
えているが、本研究は、これを言語環境との
密接な関係の上で精緻化するものである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、1 節を踏まえた言語学および認
知科学への理論的貢献（後述(1)）を第一の目
的とし、その理論的知見を踏まえた教育的貢
献、すなわち定型表現を収集したコアデータ
ベースの作成と、それを利用した実践的な英
語教育に向けたロードマップ作成（後述(2)）
を第二の目的とした。 
(1) 認知科学とメディア論を援用した言語環
境依存的選択・調整モデル 
第 1節(2)で述べたように、主体は定型表現
を用いながらネイティブらしいコミュニケ
ーションを実現しており、また、主体は言語
環境ごとに言語表現を選択・調整していると
考えられる。本研究は、まず理論的な貢献と
して、メディアに応じた定型表現の選択と調
整に関するデータを収集・分析し、体系化す
ることを目的とした。 
(2) コアデータベース構築 
まずはじめの教育的貢献として、特定の言
語環境において記憶と使用が優先的におこ
なわれる言語表現を収集し、定型表現の習得
過程や使用文脈の詳細な分析をおこなうた
めのデータベースを構築することを目的と
した。これによって、主体が言語環境からど
のような情報を抽出し、どのようなストラテ
ジーをもって適切な言語表現を選択・調整し
ているかを明らかにすることができる。 
次に、そのデータベースから得られた知見
に基づいて、言語環境ごとに収集すべき定型
表現の指標や収集方法を策定し、状況依存型
データベースの骨子を決定することを目的
とした。これによって、英語を使用する現場
での認知的負荷の軽減につながる実践的な
英語教育環境（教材、クラス・マネジメント、
教育法）実現への第一段階が完了となる。 

 
３．研究の方法 
(1) 英語母語話者による課題遂行型コミュ
ニケーション場面の収録 
まず、各言語環境における英語母語話者の



定型表現の使用状況およびその習得過程を
観察するために、英語母語話者を対象に課題
遂行型コミュニケーションの収録をおこな
った。この収録の大きな特徴として、「1トピ
ック・他メディア」の課題であること、また
短期間での実施であることが挙げられる。 
① 1 トピック・他メディア課題 
これまで、話し言葉と書き言葉の表現の違
いは数多く指摘されてきたが、1 人の主体が
それぞれにどのように使い分けているのか
ということを示すデータはなかった。しかし、
たとえば「物品の売買」など 1つのトピック
にもとづいた課題を複数のメディア（対面、
電話、メール）を通じて何度かおこなうこと
で、メディアの違いをより顕在化させること
ができる（図 2）。たとえば、売り手（Seller）・
買い手（Buyer）関係のコミュニケーション
を異なるメディアを用いて総当り式に実現
してもらい、各やりとりで用いられる定型表
現とその機能の違いを分析する。また電話で
やりとりをおこなった相手とは、一定のイン
ターバルを置いた後、メールを介してやりと
りするなど、繰り返すことで、定型表現の習
得過程を各協力者のデータから効率的に抽
出できる。 
本研究では、
英語話者 4 名
の 協 力 者 を
「旅行者役」
と「代理業者
役」の 2 グル
ープに分け、
「日本国内の
旅程相談」の
課題を実施し
た。 
 
 
４．研究成果 
(1) 「旅行課題遂行課題データベース」の構
築 
収録の結果、英語話者の協力者 4名、対面・
電話・メールのやりとりによるデータを収録
し、その書き起こしデータを構築することが
できた（旅行課題遂行課題データベース）。
データベースは、全体で約 10 時間（表 1）、
語数にして約 42,000 語のやりとりから構成
される（表 2）。 
 

表 1: 課題遂行会話の収録時間 

使用 
メディア 収録回数 

1 回あた
りの収録
時間（分） 合計時間 

対面 6 回 20〜25 約 2 時間 
電話 6 回 15〜25 約 2 時間 

メール 12 回 
（送・返信各 6回）

20〜25 約 5 時間 

 
 

表 2: 各データの語数 

旅行者 代理業者 合計 

対面 
6,221 
(14.5%) 

14,616 
(34.1%) 

20,837 
(48.6%) 

電話 
4,263 
(9.9%) 

12,328 
(28.7%) 

16,591 
(38.7%) 

メール
1,953 
(4.6%) 

3,536 
(8.2%) 

5,489 
(12.8%) 

合計 
12,437 
(29%) 

30,480 
(71%) 

42,917 
(100%) 

 
(2) コミュニケーション中における定型表
現の分布の分析および視覚化 
データベースからテキストデータを抽出し、
そのデータの n-gram (bigram〜5gram) 表現
を抽出し、その内容や出現傾向を分析した。 

図 3: 各メディア・役割のグループにおけ
る N-gram の出現傾向（n≥3） 

分析の結果、まず「代理業者役」と「旅行
者役」の発話量の違いが明らかになった(「代
理業者役」の発話量の方が 2 倍以上多い)。
また、会話中に占める定型表現の割合も確認
できた。 
また、定型表現の分布状況の視覚化をおこ
なった(図 3)。図 3 は、各メディアおよび役
割をグループ化した後に、それぞれのグルー
プに出現する bigram から 5gram までの出現
状況を、gram の低い順番から縦軸(ngrams.x)
に積み上げてプロットしたものである。横軸
(loc)は、各会話の開始時点から終了時点ま
での位置を表している。また、図中の棒が赤
に近づけば近づくほど、n-gram 表現の密集の
度合いが高くなる。これによって「旅行者役」
「代理業者役」を担った協力者が、どの場所

図 2: 1 トピック・他メディア 
の総当り式収録 
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でどれだけ定型性の高い表現をどれだけの
密度で発話したのかを確認することができ
る。 
また、抽出された n-gram 表現を観察するこ
とで、どのような文脈でどのような定型表現
が用いられているのかも明らかとなった。た
とえば「旅行者役」によるメールの冒頭での
やり取りや「代理業者役」による対面会話冒
頭のやり取りは極めて定型的であるのにた
いし、「代理業者役」による対面会話の冒頭
以降一部のやり取りでは、定型的な会話をお
こなう度合いが低くなることなどが確認で
きた。 
 
(3) 定型表現の記憶と発話に関する理論の
体系化と考察 
最後に、認知科学のソースモニタリングの
概念を援用し、定型表現の記憶と利用に関す
る理論的な考察をおこなった。 
ソースモニタリングとは、特定の記憶の情
報源(いつ、どこで、誰が、等)についての記
憶または認識のことを指す(cf. 生駒 2012)
定型表現は、全ての語が記憶されていること
に加え、その発話状況なども、他の言語表現
に比べて細かく記憶されている。また、定型
表現は、部分または全体が語彙・文法に対す
る心的操作の対象となりうるが、音韻的・意
味的な抽象化がおこなわれないという特徴
を持つ。定型表現は、発話状況等にかかわる
情報源が強く記憶されている言語表現であ
り、それらが他の言語経験の蓄積にしたがっ
て抽象化されることで、情報源の記憶が減衰
し、構文との連続性が生じると考えられる。 
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